
(57)【要約】

【課題】大電流コネクタの提供。

【解決手段】本考案は一種の大電流コネクタに関わるも

ので、主に雄挿入部材、雌台部材を設ける。雄挿入部材

に外部ケース、導通体、および上下部金属片を設け、雌

台部材に外部スリーブを設ける。絶縁体と上下金属片、

外部スリーブの両側に噛み合わせ溝をそれぞれに設け、

この噛み合わせ溝に向かい合った雄挿入部材の外部ケー

ス側面に弾性掛け合い部材を設けて、弾性掛け合い部材

と噛み合わせ溝を噛み合わせて結合する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 雄 挿 入 部 材 に 外 部 ケ ー ス 、 導 通 体 、 お よ び 上 部 金 属 片 を 設 け 、 外 部 ケ ー ス 両 端 に 中 空 体
を そ れ ぞ れ に 設 け 、 か つ 、 二 つ の 中 空 体 の 間 に 掛 け 合 い 溝 を 設 け る 、 そ の 一 端 に 台 形 面 を
設 け 、 他 端 に 備 え る 相 継 ぎ 端 の 両 側 に 弾 性 掛 け 合 い 部 材 を 設 け る 、 導 通 体 の 一 端 に 外 部 ケ
ー ス に 備 え る も う 一 つ の 中 空 体 と 同 じ 形 状 を 設 け る 、 上 下 金 属 片 は 二 つ の 中 空 体 間 の 掛 け
合 い 溝 に 挿 入 し 、 導 通 体 を 囲 む 、 一 端 に 円 弧 状 の 挿 入 端 を 設 け 、 他 端 は 導 通 孔 端 を 設 け る
、
　 雌 台 部 材 に 外 部 ケ ー ス 、 絶 縁 体 お よ び 上 部 金 属 片 を 設 け 、 外 部 ケ ー ス は 中 空 体 を 設 け る
、 そ の 一 端 に 挿 入 孔 を 設 け 、 他 端 は 導 通 端 を 設 け 、 そ の 両 端 に 噛 み 合 わ せ 溝 を そ れ ぞ れ に
設 け る 、 絶 縁 体 は 外 部 ケ ー ス 一 端 の 挿 入 孔 に 挿 入 し 、 両 側 に 掛 け 合 い 溝 を 設 け 、 一 端 に 接
触 抵 抗 を 設 け 、 他 端 に 挿 入 端 を 設 け る 、
　 上 下 金 属 片 は 絶 縁 体 両 側 に 備 え る 掛 け 合 い 溝 に 挿 入 し 、 一 端 に 挿 入 端 を 設 け 、 他 端 に 導
通 孔 端 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 一 種 の 大 電 流 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 大 電 流 コ ネ ク タ に お い て 、 外 部 ケ ー ス 一 端 の 台 形 面 に 滑 り 防 止 横 縞 ま た
は 突 起 部 の い ず れ を 設 け る 構 造 で あ る こ と を 特 長 と す る 大 電 流 コ ネ ク タ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 大 電 流 コ ネ ク タ に お い て 、 導 通 体 の 一 端 は 上 下 端 に 凹 み 溝 を 備 え た 挿 入
端 で あ り 、 他 端 は 導 通 端 構 造 で あ る こ と を 特 長 と す る 大 電 流 コ ネ ク タ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 一 種 の 大 電 流 コ ネ ク タ に 関 わ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 市 販 の 電 気 周 辺 装 置 は 、 日 進 月 歩 に 成 長 し て い る 。 電 気 周 辺 装 置 の う ち 、 雄 挿 入 部 材 、
雌 台 部 材 よ り 構 成 す る コ ネ ク タ 部 品 は 、 組 立 時 間 の 軽 減 の ほ か 、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の
接 続 性 の 向 上 に 関 す る 改 良 は 、 業 者 が 常 に 研 究 し 、 簡 素 化 と 組 立 の 容 易 性 を 実 現 す る 雄 挿
入 部 材 、 雌 台 部 材 接 続 の 研 究 に 注 力 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 方 、 従 来 の 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の 接 続 は ね じ 締 め に よ る 締 め つ け る た め 、 使 用 後 、
雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の 締 め つ け 部 品 は 衝 撃 に よ り 緩 め て し ま い 、 設 け る 孔 の 位 置 に 公 差
の 誤 差 で あ っ て も 、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の 固 定 が 困 難 と な り 、 組 立 時 間 を 軽 減 で き な い
ほ か 、 電 気 の 導 通 効 果 に 影 響 す る 場 合 が あ る 。
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 一 種 の 大 電 流 コ ネ ク タ に 関 わ る も の で 、 主 に 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 を 設 け る 。
雄 挿 入 部 材 に 外 部 ケ ー ス 、 導 通 体 、 お よ び 上 下 部 金 属 片 を 設 け 、 雌 台 部 材 に 外 部 ス リ ー ブ
を 設 け る 。 絶 縁 体 と 上 下 金 属 片 、 外 部 ス リ ー ブ の 両 側 に 噛 み 合 わ せ 溝 を そ れ ぞ れ に 設 け 、
こ の 噛 み 合 わ せ 溝 に 向 か い 合 っ た 雄 挿 入 部 材 の 外 部 ケ ー ス 側 面 に 弾 性 掛 け 合 い 部 材 を 設 け
て 、 弾 性 掛 け 合 い 部 材 と 噛 み 合 わ せ 溝 を 噛 み 合 わ せ て 結 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 一 種 の 大 電 流 コ ネ ク タ は 主 に 、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 よ り
構 成 す る 。 雄 挿 入 部 材 に 外 部 ケ ー ス 、 導 通 体 お よ び 上 下 金 属 片 を 設 け 、 雌 台 部 材 に 外 部 ケ
ー ス 、 絶 縁 体 と 上 下 金 属 片 を 設 け る 。 外 部 ケ ー ス の 両 側 に 噛 み 合 わ せ 溝 を そ れ ぞ れ に 設 け
、 噛 み 合 わ せ 溝 に 向 か い 合 っ た 雄 挿 入 部 材 の 外 部 ケ ー ス の 側 面 に 弾 性 掛 け 合 い 部 材 を 設 け
る 。 こ の 構 造 に よ り 、 弾 性 掛 け 合 い 部 材 と 噛 み 合 わ せ 溝 と 掛 け 合 っ て 結 合 し 、 雄 挿 入 部 材
、 雌 台 部 材 を 快 速 に 組 立 で き る ほ か 、 絶 縁 体 を 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 が 挿 入 す る 上 下 金 属
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片 に 固 定 し て お き 、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の 弛 み と 上 下 金 属 片 の 変 形 に よ る 短 絡 を 防 止 す
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 の 公 知 技 術 の 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の 連 結 場 所 は 外 部 衝 撃 に よ る 弛 み を 解 決 す る こ
と が 本 考 案 の 主 な 目 的 で あ る 。 本 考 案 人 は 一 種 の 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 を 提 供 し 、 噛 み 合
わ せ 方 式 で も っ て 、 大 電 流 コ ネ ク タ を 噛 み 合 わ せ て 、 絶 縁 体 を 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 が 挿
入 す る 上 下 金 属 片 に 固 定 し て お き 、 弛 み と 上 下 金 属 片 の 変 形 に よ る 短 絡 を 防 止 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　  請 求 項 １ の 考 案 は 、 雄 挿 入 部 材 に 外 部 ケ ー ス 、 導 通 体 、 お よ び 上 部 金 属 片 を 設 け 、 外
部 ケ ー ス 両 端 に 中 空 体 を そ れ ぞ れ に 設 け 、 か つ 、 二 つ の 中 空 体 の 間 に 掛 け 合 い 溝 を 設 け る
、 そ の 一 端 に 台 形 面 を 設 け 、 他 端 に 備 え る 相 継 ぎ 端 の 両 側 に 弾 性 掛 け 合 い 部 材 を 設 け る 、
導 通 体 の 一 端 に 外 部 ケ ー ス に 備 え る も う 一 つ の 中 空 体 と 同 じ 形 状 を 設 け る 、 上 下 金 属 片 は
二 つ の 中 空 体 間 の 掛 け 合 い 溝 に 挿 入 し 、 導 通 体 を 囲 む 、 一 端 に 円 弧 状 の 挿 入 端 を 設 け 、 他
端 は 導 通 孔 端 を 設 け る 、
　 雌 台 部 材 に 外 部 ケ ー ス 、 絶 縁 体 お よ び 上 部 金 属 片 を 設 け 、 外 部 ケ ー ス は 中 空 体 を 設 け る
、 そ の 一 端 に 挿 入 孔 を 設 け 、 他 端 は 導 通 端 を 設 け 、 そ の 両 端 に 噛 み 合 わ せ 溝 を そ れ ぞ れ に
設 け る 、 絶 縁 体 は 外 部 ケ ー ス 一 端 の 挿 入 孔 に 挿 入 し 、 両 側 に 掛 け 合 い 溝 を 設 け 、 一 端 に 接
触 抵 抗 を 設 け 、 他 端 に 挿 入 端 を 設 け る 、
　 上 下 金 属 片 は 絶 縁 体 両 側 に 備 え る 掛 け 合 い 溝 に 挿 入 し 、 一 端 に 挿 入 端 を 設 け 、 他 端 に 導
通 孔 端 を 設 け る こ と を 特 徴 と す る 一 種 の 大 電 流 コ ネ ク タ と し て い る 。
　  請 求 項 ２ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 大 電 流 コ ネ ク タ に お い て 、 外 部 ケ ー ス 一 端 の 台 形
面 に 滑 り 防 止 横 縞 ま た は 突 起 部 の い ず れ を 設 け る 構 造 で あ る こ と を 特 長 と す る 大 電 流 コ ネ
ク タ と し て い る 。
　 請 求 項 ３ の 考 案 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 大 電 流 コ ネ ク タ に お い て 、 導 通 体 の 一 端 は 上 下 端 に
凹 み 溝 を 備 え た 挿 入 端 で あ り 、 他 端 は 導 通 端 構 造 で あ る こ と を 特 長 と す る 大 電 流 コ ネ ク タ
と し て い る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 １ . 本 考 案 の 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の 構 造 体 が 小 さ く 、 平 面 接 触 に よ る 接 続 を 実 現 し 、
接 触 抵 抗 を 最 大 限 に 抑 制 し 、 大 電 流 の 導 通 に 適 し 、 簡 単 な 取 り 付 け と コ ネ ク タ の 固 定 効 果
が あ る 。
　 ２ . 本 考 案 の 雄 挿 入 部 材 外 部 ケ ー ス 他 端 の 相 継 ぎ 端 両 側 に 弾 性 掛 け 合 い 部 材 を 設 け 、 雌
台 部 材 の 噛 み 合 わ せ 溝 と 掛 け 合 っ て 結 合 し 、 脱 落 を 有 効 に 防 止 で き る 。
　 ３ . 本 考 案 の 雄 挿 入 部 材 に 備 え る 上 下 金 属 片 の 挿 入 端 に 円 弧 状 を 設 け 、 上 下 金 属 片 の へ
り を 外 部 ケ ー ス 導 通 体 の 掛 け 合 い 溝 に 順 調 に 挿 入 で き る た め 、 上 下 金 属 片 を 有 効 に 固 定 し
、 上 下 金 属 片 が そ の 他 外 部 要 因 の 弛 み に よ る 変 形 や 短 絡 を 防 止 で き る 。
　 ４ . 本 考 案 の 雌 台 部 材 内 部 に 備 え る 上 下 金 属 片 の 間 に 絶 縁 体 で 仕 切 る ほ か 、 上 下 金 属 片
を 固 定 し て い る た め 、 変 形 や 短 絡 を 防 止 で き る 。
　 ５ . 本 考 案 の 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 を 挿 入 後 、 絶 縁 体 に よ り 、 そ の 連 結 性 を 向 上 し 、 雄
挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 の 弛 み を 有 効 に 防 止 で き る 。
　 ６ . 本 考 案 の 雄 挿 入 部 材 の 外 部 ケ ー ス は 、 台 形 面 ２ ０ ４ の 形 態 を 設 け 、 指 つ ま み の 便 利
を 提 供 し 、 そ の 表 面 に 滑 り 防 止 横 縞 ま た は 突 起 部 を 設 け て 、 挿 抜 使 用 の 効 果 を 改 善 で き る
。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ と 図 ３ に 示 す と お り 、 本 考 案 の 大 電 流 コ ネ ク タ １ ０ は 、 雄 挿 入 部 材 ２ ０ と 雌 台 部 材
３ ０ よ り 構 成 す る 。 そ の う ち 、
　 雄 挿 入 部 材 ２ ０ に 外 部 ケ ー ス ２ １ 、 導 通 体 ２ ３ お よ び 上 部 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ を 設 け る 。
外 部 ケ ー ス ２ １ の 両 端 に 中 空 体 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ を 設 け 、 二 つ 中 空 体 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ の 間 に
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掛 け 合 い 溝 ２ ０ １ ０ を 設 け る 。 一 つ の 端 面 に 滑 り 防 止 横 縞 ２ ０ ３ (ま た は 突 起 部 )を 備 え る
台 形 面 ２ ０ ４ を 設 け 、 他 端 の 相 継 ぎ 端 ２ ０ ５ の 両 側 に 弾 性 掛 け 合 い 部 材 ２ ０ ６ を 設 け て 、
そ の 上 に 溝 ２ ０ ７ を 設 け る 。 導 通 体 ２ ３ 一 端 の 挿 入 端 ２ ３ １ に 外 部 ケ ー ス ２ １ 一 端 の 中 空
体 ２ ０ １ を 同 じ 形 状 に し て お き 、 挿 入 端 ２ ３ １ の 上 下 端 面 に 凹 み 溝 ２ ３ ２ 、 ２ ３ ３ を そ れ
ぞ れ に 設 け 、 他 端 は 線 芯 ２ ２ を 穿 設 す る 導 通 端 ２ ３ ４ を 設 け る 。 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ は
二 つ の 中 空 体 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２ の 間 に 備 え る 掛 け 合 い 溝 ２ ０ １ ０ を 穿 設 し 、 導 通 体 ２ ３ の 凹
み 溝 ２ ３ ２ 、 ２ ３ ３ に 固 定 し 、 一 端 は 円 弧 状 (図 示 し て い な い )の 挿 入 端 ２ ４ ０ 、 ２ ５ ０ を
設 け 、 他 端 は 導 通 孔 端 ２ ４ １ 、 ２ ５ １ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 雌 台 部 材 ３ ０ は 外 部 ケ ー ス ３ １ 、 絶 縁 体 ３ ２ お よ び 上 部 金 属 片 ３ ３ 、 ３ ４ (図 ３ )よ り 構
成 す る 。 外 部 ケ ー ス ３ １ は 中 空 体 で あ り 、 そ の 一 端 に 挿 入 孔 ３ １ １ を 設 け 、 挿 入 孔 ３ １ １
の 上 方 は 、 外 部 ケ ー ス ２ １ と 向 か い 合 っ た 他 端 に 備 え る 相 継 ぎ 端 ２ ０ ５ の 溝 ２ ０ ７ に 噛 み
合 わ せ 接 続 体 ３ １ １ ０ を 設 け 、 他 端 は 導 通 端 ３ １ ２ を 設 け る 。 両 側 に 噛 み 合 わ せ 溝 ３ １ ３
を 設 け て 、 噛 み 合 わ せ 溝 ３ １ ３ と 外 部 ケ ー ス ２ １ 他 端 の 相 継 ぎ 端 ２ ０ ５ 両 側 に 備 え る 弾 性
掛 け 合 い 部 材 ２ ０ ６ を 噛 み 合 わ せ る 。 絶 縁 体 ３ ２ は 外 部 ケ ー ス ３ １ 一 端 の 挿 入 孔 ３ １ １ に
挿 入 し 、 両 側 に 掛 け 合 い 溝 ３ ２ ０ を そ れ ぞ れ に 設 け 、 そ の 一 端 に 接 触 端 ３ ２ １ を 設 け て 、
掛 け 合 い 溝 ３ ２ ０ の 他 端 に 挿 入 端 ３ ２ ２ を 設 け る 。 上 下 金 属 片 ３ ３ 、 ３ ４ は 絶 縁 体 ３ ２ 両
側 に 備 え る 掛 け 合 い 溝 ３ ２ ０ に 挿 入 し 、 一 端 に 挿 入 端 ３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ を 設 け 、 他 端 に 導 通
孔 端 ３ ３ １ 、 ３ ４ １ を 設 け る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 の 雄 挿 入 部 材 ２ ０ の 外 部 ケ ー ス ２ １ の 他 端 に 相 継 ぎ 端 ２ ０ ５ を 設 け 、 両 側 に 弾 性 掛
け 合 い 部 材 ２ ０ ６ を 設 け る 。 雌 台 部 材 ３ ０ 一 端 の 挿 入 孔 ３ １ １ に 挿 入 し 、 両 側 に 備 え る 噛
み 合 わ せ 溝 ３ １ ３ と 噛 み 合 わ せ て お き 、 雄 挿 入 部 材 ２ ０ と 雌 台 部 材 ３ ０ が 噛 み 合 わ せ た 後
の 弛 み に よ る 離 脱 を 防 止 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 前 記 の 雄 挿 入 部 材 ２ ０ の 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ 挿 入 端 ２ ４ ０ 、 ２ ５ ０ に 円 弧 状
(図 示 し て い な い )を 設 け て 、 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ の ヘ リ を 二 つ の 中 空 体 ２ ０ １ 、 ２ ０ ２
間 に 備 え る 掛 け 合 い 溝 ２ ０ １ ０ へ 順 調 に 挿 入 し 、 導 通 体 ２ ３ の 凹 み 溝 ２ ３ ２ 、 ２ ３ ３ 内 部
に 固 定 す る こ と に よ り 、 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ を 有 効 に 固 定 す る ほ か 、 上 下 金 属 片 ２ ４ 、
２ ５ が そ の 他 外 部 要 因 に よ る 変 形 の 短 絡 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ に 示 す と お り 、 前 記 の 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 ２ ０ 、 ３ ０ 内 部 に 備 え る 上 下 金 属 片 ２
４ 、 ２ ５ 、 ３ ３ 、 ３ ４ の 間 は 、 絶 縁 体 ３ ２ に よ っ て 、 隔 離 す る ほ か 、 接 続 性 を 向 上 さ せ る
。 さ ら に 、 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ 、 ３ ３ 、 ３ ４ を 固 定 し 、 変 形 に よ る 短 絡 を 完 全 に 防 止 し
、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 ２ ０ 、 ３ ０ の 弛 み を 有 効 に 防 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 の 雄 挿 入 部 材 ２ ０ の 外 部 ケ ー ス ２ １ は 台 形 面 ２ ０ ４ の 形 態 を 設 け 指 つ ま み に 便 利 を
提 供 し 、 そ の 表 面 に 滑 り 防 止 横 縞 ２ ０ ３ ま た は 突 起 部 を 設 け て 、 挿 抜 使 用 の 効 果 を 改 善 で
き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ 、 図 ３ に 示 す と お り 、 本 考 案 の 大 電 流 コ ネ ク タ １ ０ は 主 に 雄 挿 入 部 材 ２ ０ 外 部 ケ ー
ス ２ １ 他 端 の 相 継 ぎ 端 ２ ０ ５ に 備 え る 溝 ２ ０ ７ と 雌 台 部 材 ３ ０ 外 部 ケ ー ス ３ １ の 挿 入 孔 ３
１ １ に 備 え る 噛 み 合 わ せ 接 続 体 ３ １ １ ０ を 照 準 し て 、 外 部 ケ ー ス ２ １ 他 端 の 相 継 ぎ 端 ２ ０
５ に 備 え る 中 空 体 ２ ０ ２ と 外 部 ス リ ー ブ ３ １ に 上 下 金 属 片 ３ ３ 、 ３ ４ を 挿 入 し た 絶 縁 体 ３
２ を 掛 け 合 う 。 さ ら に 、 外 部 ケ ー ス ２ １ 側 面 に 備 え る 弾 性 掛 け 合 い 部 材 ２ ０ ６ を 雌 台 部 材
３ ０ 外 部 ケ ー ス ３ １ 両 側 に 向 か い 合 っ た 噛 み 合 わ せ 溝 ３ １ ３ に 挿 入 し て 、 弾 性 掛 け 合 い 部
材 ２ ０ ６ と 噛 み 合 わ せ 溝 ３ １ ３ と 掛 け 合 っ て 結 合 し 、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 ２ ０ 、 ３ ０ の
組 み 立 て を 素 早 く に 実 現 す る 。 さ ら に 、 絶 縁 体 ３ ２ を 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 ２ ０ 、 ３ ０ が
挿 入 す る 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ 、 ３ ３ 、 ３ ４ に 挿 入 し 、 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ 、 ３ ３ 、 ３
４ の 変 形 に よ る 短 絡 を 避 け 、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 ２ ０ 、 ３ ０ の 弛 み を 防 止 し 、 連 結 性 を
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向 上 さ せ 、 作 業 者 の 大 電 流 コ ネ ク タ １ ０ の 組 み 立 て に 便 利 を 提 供 し 、 大 電 流 コ ネ ク タ １ ０
の 組 み 立 て 時 間 を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 し た 本 考 案 の 大 電 流 コ ネ ク タ １ ０ の 構 造 特 徴 は 、 利 用 者 に 一 種 の 雄 挿 入 部 材 、 雌 台
部 材 ２ ０ 、 ３ ０ を 提 供 し 、 掛 け 合 い 構 造 に よ り 、 素 早 く 結 合 で き る 。 さ ら に 、 絶 縁 体 ３ ２
を も っ て 、 雄 挿 入 部 材 、 雌 台 部 材 ２ ０ 、 ３ ０ 内 部 に 備 え る 上 下 金 属 片 ２ ４ 、 ２ ５ 、 ３ ３ 、
３ ４ を 固 定 し 、 そ の 弛 み の 変 形 に よ る 短 絡 を 防 止 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の コ ネ ク タ の 立 面 分 解 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 考 案 の コ ネ ク タ の 立 面 組 み 合 わ せ 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 考 案 の コ ネ ク タ の 立 面 組 み 合 わ せ 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
１ ０ 　 大 電 流 コ ネ ク タ
２ ０ 　 雄 挿 入 部 材
２ ０ １ 、 ２ ０ ２ 　 中 空 体
２ ０ １ ０ 　 掛 け 合 い 溝
２ ０ ３ 　 　 滑 り 防 止 横 縞
２ ０ ４ 　 　 台 形 面
２ ０ ５ 　 　 相 継 ぎ 端
２ ０ ６ 　 　 弾 性 掛 け 合 い 部 材
２ ０ ７ 　 溝
２ １ 　 　 外 部 ケ ー ス
２ ２ 　 　 線 芯
２ ３ 　 　 導 通 体
２ ３ １ 　 　 挿 入 端
２ ３ ２ 、 ２ ３ ３ 　 凹 み 溝
２ ３ ４ 　 　 導 通 端
２ ４ 　 　 上 部 金 属 片
２ ４ ０ 、 ２ ５ ０ 　 挿 入 端
２ ４ １ 、 ２ ５ １ 　 導 通 孔 端
２ ５ 　 下 部 金 属 片
３ ０ 　 雌 台 座
３ １ 　 外 部 ス リ ー ブ
３ １ １ 　 挿 入 孔
３ １ ２ 　 　 導 通 端
３ １ ３ 　 　 噛 み 合 わ せ 溝
３ １ １ ０ 　 噛 み 合 わ せ 接 続 体
３ ２ 　 絶 縁 体
３ ２ ０ 　 　 掛 け 合 い 溝
３ ２ １ 　 接 触 端
３ ２ ２ 　 挿 入 端
３ ３ 　 　 上 部 金 属 片
３ ４ 　 　 下 部 金 属 片
３ ３ ０ 、 ３ ４ ０ 　 挿 入 端
３ ３ １ 、 ３ ４ １ 　 導 通 孔 端
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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